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地下式板石積石室墓群

（大口市羽月）

位置と環境

大口市街地より西南へ約６㎞の川内川右岸で，曽

木の滝上流の微高地に立地する古墳時代の墳墓遺跡

である。地下式板石積石室墓と呼ばれる南九州独特

の墳墓が，東西200ⅿ，南北150ⅿの平地に群集して

存在する。

調査の経緯

寺師見國らによって昭和33年２月と昭和33年12月

から34年１月かけて発掘調査が行われた。

地下式板石積石室墓は，全部で34基が調査されて

いるが，昭和33年２月の一次調査で８基，同年12月

の二次調査で14基が内部まで調査が行われている。

そして石室墓の存在を確認したものが12基ある。さ

らに，ほかに地下に隠れた石室があるものと考えら

れ，遺跡の位置する平地一帯には，百基を超す石室

墓の存在が推定されている。

報告書によると，昭和33年調査石室８基，昭和34

年調査石室墓14基，内部未調査石室墓13基，未調査

石室墓10基で計石室墓45基が確認されたことになる。

遺構と遺物

発掘調査の結果，１号，８号，23号，24号の４基

が，石室の蓋石まで残存する完全な形で発見されて

いるが，ほかの石室墓18基は開墾などで削平されて

蓋石は消失している。

石室墓は，主調査地域の東西22ⅿ，南北17ⅿの範

囲に石室墓34基が検出され，４～５ⅿ間隔に密集し

て配置している。そして，この付近の広い台地一帯

には百基以上の石室墓の存在が推定されている。

石室の形状および副葬品は表のとおりである。石

室の形状は円形から楕円形を呈するが，長径の最小

のものは１ⅿで，長径の最大は2.20ⅿを測る。短径

の最小のものは0.95ⅿで，短径の最大は1.88ⅿを測

る。最小の石室墓は21号で１ⅿ×0.95ⅿを測り，最

大の石室墓は25号で2.20ⅿ×170ⅿを測る。

副葬品は，鉄鏃を副葬する石室が６基，鉋を副葬

する石室墓が１基であり，鉄鏃も１から２本とほか

の地域の石室墓と比べて非常に少ない。なお，人骨

片は９号石室墓，23号石室墓から出土し，歯片は24

号石室墓から出土している。

特徴

副葬品が鉄鏃と鉋で出土数も少なく，地域の石室

と比べて非常に少ないのが大住古墳群の大きな特徴

といえる。また，昭和33年12月の調査結果から23号

石室墓と24号石室墓にはおよそ80㎝程度の盛り土状

の土層を確認し，墳丘があったことを指摘している。

さらに注目すべきことは，石室外周辺に土器が発

見されていることである。１号石室の周辺２か所か

ら 形土器が，11号石室墓周辺からは重弧文土器

（免田式土器）の１個体分，24号石室墓周辺からは

２個体の高 形土器が出土している。これは，吉松

町永山古墳の外周溝に９個体の成川式土器が出土し

た10号石室墓と共通するものであって，一部の板石

積石室墓には葬送儀礼があったことを伺わせている。

資料の所在

出土遺物は，鹿児島県歴史資料センター黎明館に

寄託収蔵されている。
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第１図 大住地下式板石積石室墓群の位置

第２図 大住石室群（寺師1959原図）
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写真１ 大住地下式板石積石室墓群

写真２ 24号地下式板石積石室墓

第１表 大住地下式板石積石室墓一覧
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